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 http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp（2018 年 1 月 10 日最終確認）；社団法人燈光会「日
本の歴史的灯台」http://tokokai.org/archive/index.html（2018 年 1 月 10 日最終確認） 
3 1800 年の合同法により、1801 年にグレートブリテンおよびアイルランド連合王国が成立した。本稿にお
いて「イギリス」とは、この連合王国のことを指す。連合王国を構成する特定の地域に言及する場
合は、「イングランド」や「スコットランド」、あるいは「アイルランド」の語を用いる。 
4 海上保安庁灯台部（編）『日本燈台史—100 年の歩み』（燈光会、1969 年）21 ページ。このうち 2 基（尻屋
埼と金華山）は、任期中には完成していない。 
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series01.html（2018 年 1 月 10 日最終確認）。 
6 たとえば、オリーヴ・チェックランド（杉山忠平、玉置紀夫訳）『明治日本とイギリス——出会い・技術移
転・ネットワークの形成』（法政大学出版局、1996）pp. 58-62；アーダス・バークス編（梅渓昇訳）
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イギリスでは近年までブラントンへの関心は低かった。ブラントンは晩年、灯台設置を中心と
する日本での活動記録をまとめたが、「ある国家の目覚め」（The Awakening of a Nation）と題さ
れたその原稿が直ちに出版されることはなかった。英語圏よりも先に、翻訳版『お雇い外人の
見た近代日本』（講談社学術文庫、1986年）が日本で出版された。その後、Japan Libraryおよび





















                                                                                                                                          
『近代化の推進者たち——留学生・お雇い外国人と明治』（思文閣出版、1990 年）pp. 233-236；野口
毅、藤岡洋保『ライトハウス――すくっと明治の灯台 64 基』（バナナブックス、2015 年）；不動まゆ
う『灯台に恋したらどうだい？』(洋泉社、2017 年)；不動まゆう『灯台はそそる』(光文社、2017 年)；
土橋章宏『文明開化灯台一直線！』(筑摩書房、2017 年)。 
7 R. H.ブラントン（徳力真太郎訳）『お雇い外人の見た近代日本』（講談社学術文庫、1986 年）。翻訳版出
版の経緯については、同書訳者の「あとがき」を参照のこと。なお、同書には、ブラントンが帰国
後にイギリス土木技師学会で発表した論文「日本の灯台」も収められている。R. H. Brunton, Building 
Japan, 1868-1876: Richard Henry Brunton (Sandgate, 1991); R. H. Brunton and E. R. Beauchamp, 
Schoolmaster to an Empire: Richard Henry Brunton in Meiji Japan, 1868-1876 (New York, 1991). 
8 カピル・ラジ（水谷智、水井万里子、大澤広晃訳）『近代科学のリロケーション――南アジアとヨーロッ
パにおける知の循環と構築』（名古屋大学出版会、2016 年）1-3 ページ。 




























                                                     
9 ラジ『近代科学のリロケーション』7 ページ。 
10 帝国と科学の関係については、多くの研究蓄積がある。たとえば、R. M. MacLeod (ed.), Nature and Empire: 
Science and the Colonial Enterprise, Osiris 2nd ser. 15 (2000); M. Harrison, ‘Science and the British 
Empire’, Isis, 46 (2005), pp. 56-63; R. Drayton, ‘Science, Medicine, and the British Empire’, in R. W. 
Winks, Oxford History of the British Empire, V: Historiography (Oxford, 1998) 264–76; R. Drayton, 
Nature’s Government: Science, Imperial Britain, and the ‘Improvement’ of the World, (New Haven, 2000). 
See also S. Sivasundaram, Nature and the Godly Empire: Science and Evangelical Mission in the Pacific, 
1795–1850 (Cambridge, 2005).  






























                                                     
11 デイヴィッド・リヴィングストン（梶雅範・山田俊弘訳）『科学の地理学――場所が問題になるとき』(法
政大学出版局、2014 年)。 
12 ラジ『近代科学のリロケーション』226-227 ページ。 































                                                     
13 テレサ・レヴィット（岡田好惠訳）『灯台の光はなぜ遠くまで届くのか――時代を変えたフレネルレンズ
の軌跡』（講談社、2015 年）。以下、フレネルに関しては、別に記載のない限り同書に基づく。 































































それぞれ明るさの異なる 1 等から 4 等のフレネルレンズを備えることとされた。さらに、輝度
の他に、点滅や回転など灯火のパターン（灯質）を決め、全灯台が連動して船舶の安全を保障
するよう目指した（図 1）。つまり、海運を支える基幹システムとして灯台を再定義したのであ







 ブラントンは 1841 年、スコットランドのマックホールズで生まれた。父親は海軍士官だっ




研究』634（2015 年）56-57 ページ。 
 
図 1 フレズネル設計による回転灯 
出典 Thomas Stevenson, Lighthouse Construction and Illumination (London, 1881), p. 69 









直ちに海岸線を調査し灯台の設置箇所を確定すると、1868 年 10 月着工の観音埼灯台を皮切り

















の外務大臣スタンリー（首相を務めた第 14 代ダービ伯爵の子、のちの 15 代ダービ伯）に相談
したところ、関連する実務は、商務省とトリニティ・ハウスを経て、スコットランドの灯台を
                                                     
15 ブラントンの経歴については、以下の史料に依拠する。Ann Waswo, Brunton, ‘Brunton, (Richard) Henry’, 
Oxford Dictionary of National Biography, https://doi.org/10.1093/ref:odnb/38783; (Obituary), Minutes of 
the Proceedings of the Institution of Civil Engineers; 145 (1901) p. 340. 
16 海上保安庁灯台部『日本燈台史』10-12 ページ。 
17 同時期、イギリス水路局による日本近海の測量事業が本格化した。石橋「19 世紀後半の日本近海測量を
めぐる日英関係」58-62 ページ。 

















守員はなかなか育成されなかった。1874 年に 37 名の保守員を募集したが、100 名の受験者のう











                                                     
18 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』19-21、205-207 ページ。 
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21 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』195 ページ。 
22 海上保安庁灯台部『日本燈台史』16 ページ；ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』200 ページ。 




























                                                     
23 牧野博「インドにおける鉄道建設の史的展開 ――政庁系鉄道の建設期(1870-1879 年)を中心として」『経
済学論叢』（同志社大学）26 巻（1977 年）45-85 ページ。 
24 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』30-31、101-102 ページ。 
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ザイン研究講演集』6 (2010) 269-276 ページ。 





























                                                     
27 東京大学明治新聞雑誌文庫「總州銚子港燈臺略圖」http://www.meitan.j.u-tokyo.ac.jp/detail/8982（2018
年 1 月 10 日最終確認）。 
28 レヴィット『灯台の光はなぜ遠くまで届くのか』18-19 ページ。もちろん、難破の発生には季節性がみ
られ、時化の頻度が高い冬に多い。金澤周作『チャリティとイギリス近代』(京都学術出版会、2008
年) 142 ページ。 





























                                                     
29 James Taylor, ‘Private Property, Public Interest, and the Role of the State in Nineteenth-Century Britain: The 
Case of the Lighthouses’, Historical Journal 44 (2001) pp. 749-771. 
30 R. MacLeod. ‘Science and Government in Victorian England: Lighthouse Illumination and the Board of Trade, 
1866-1886’, Isis 60 (1969) pp. 4-38. 
31 レヴィット『灯台の光はなぜ遠くまで届くのか』126-128 ページ。 





























                                                     
32 Roland Paxton, ’Stevenson, David (1815-1886)’, Oxford Dictionary of National Biography, https://doi.org/10. 
1093/ref:odnb/26428; Roland Paxton, ‘Stevenson, Alan (1807-1865)’, Oxford Dictionary of National 
Biography, https://doi.org/10.1093/ref:odnb/26427; Roland Paxton, ‘Stevenson, Thomas (1818-1887)’, 
Oxford Dictionary of National Biography, https://doi.org/10.1093/ref:odnb/26440. 
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35 海上保安庁灯台部『日本灯台史』12 ページ。 
36 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』249-250 ページ。 
37 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』231 ページ。 





























                                                     
38 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』232 ページ。 
39 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』218 ページ。 
40 阿瀬真由香、藤岡 洋保「D. & T. スティブンソンの仕様書と R. H. ブラントンが建設した灯台」『学術
講演梗概集 F-2 建築歴史・意匠』（2003 年）617-618 ページ。 
41 銚子観光協会『犬吠埼燈台史』8-9 ページ。一方、鉄材はすべてヨーロッパから輸入されたものが使用
された。鉄材で建造された灯台には、羽根田灯台などがある。 















第 4節 お雇い外国人が持ち帰ったもの 
 











                                                     
42 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』190 ページ。 
43 五十嵐弘「明治初期における英国からの技術移植」Historical Studies in Civil Engineering 7 (1987), pp. 79-87, 
87. 
44 通常 oil industry といえば石油産業のことであるが、そこには石炭油が含まれない。本稿では石炭油と石
油を区別するため、石油精製のみの場合には石油産業、石炭油などの他の油も含める場合にはオイ
ル産業と呼ぶことにする。 
45 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』235 ページ。 





                                                     
46 R. H. Brunton, ‘Lighting’, Japan Weekly Mail, 20 Sept. 1873, reprinted in Brunton, Building Japan, pp. 
195-199; Thomas Stevenson, Lighthouse Construction and Illumination (London, 1881) pp. 206-208. 
 
図 2 ドティ式火口 
出典 Thomas Stevenson, Lighthouse Construction and Illumination (London, 1881), p. 207 








手数料込みで 1 ガロンあたり 75 セントだった。一方、アメリカ産の各種石油も輸入されていた




















                                                     
47 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』164-168 ページ。 
48 ブラントン『お雇い外人の見た近代日本』164、234-235 ページ。 
49 John Butt, ‘Technical Change and the Growth of the British Shale-Oil Industry (1680-1870)’, Economic History 
Review 17 (1965) pp. 511-521; F. M. Cook, ‘What the Oil Industry Owes to Dr James Young’, Chemistry 
and Industry, 29 May 1971, pp. 585-589. 
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 1860 年代になり最初に採掘した燭炭が枯渇すると、ヤングはロージアン（ローランド地方で
スコットランドの首都エジンバラのある地域）でオイルシェールの採掘に移行した。そして、












 それによると、ヤング・パラフィン社は自社精製・卸売りの灯油を 4 つの等級に区分してい
る。最高品質のものが灯台用灯油であり、以下、1 等灯油、クリスタル灯油（1 等灯油に酸処理・
アルカリ処理を施し、匂いや色を除去したもの。ただし、得られる明るさが 1 割減じる）、2 等
灯油と続く。得られる明るさは、灯台用灯油を 100 とすると、1 等灯油が 92、クリスタル灯油
が 83、2 等灯油が 76 である。従来からある鯨油の数値は 69 となり、ブラントンはパラフィン
油の高い性能を示した。そして、このパラフィン油と改良型ランプを組み合わせて使用した場
合は、旧来のアルガン式ランプの明るさが 24 カンデラであるのに対し、4 本火口のランプの場









                                                     
50 「カンデラ」が光度の単位として国際標準化されるのは 20 世紀以降のことだが、この頃には、すでにロ
ウソクの明るさが単位として用いられていた。 





























                                                     
51 ガスランプはダブリンの土木技師ジョン・ウィガムが開発し、ダブリンの灯台に採用されたが、トリニ
ティ・ハウスの主席技師であるダグラスがアイルランド灯台委員会を通じて介入し、オイルランプ
からガスランプへの転換を中止させた。MacLeod, ‘Science and Government in Victorian England’, pp. 
21-25. 
52 R. H. Brunton, ‘The Production of Paraffin and Paraffin Oil’, Minutes of Proceedings of The Institution of Civil 
Engineers 66 (1881) pp. 187-189; 223-224; 234-235. 
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下に、明らかになった点を整理しながら、今後の課題と展望を記したい。 
 「科学のリロケーション」は、西洋起源の近代科学が非西洋へと普及したという古典的理解
に対し、西洋と非西洋との間文化的交渉の場にこそ、近代科学生成の鍵があるという考え、そ
うした間文化的交渉の諸局面における科学知や科学技術の変容を分析しようとするアプローチ
である。幕末に準備され、明治政府によって本格的に進められた灯台設置事業は、まさにこの
意味での間文化的交渉の場だったといえる。高次の国際政治の文脈では、灯台設置は主に英仏
米と日本との貿易交渉から出てきた案件であり、測量事業や海図制作と同様に国際公共財の整
備を念頭においたものだった。実際に事業に関わった現場の人々の目線から捉えると、ブラン
トン自身の述懐に現れていたように、それは一方では「お雇い外国人」と政府高官とが互いの
妥協点を探りながら進めた事業であり、他方では外国人技師とその元で働く日本人作業者との
軋轢と緊張関係の中で達成された事業だった。 
 灯台設置事業の事例からは、このように「科学のリロケーション」の分析の枠組みとしての
有効性が確認される。しかし、この事例の重要性は、ブラントンという磁場に展開した間文化
的交渉が、明治初期日本だけでなく同時期のイギリスにも及んだことを示した点にある。19 世
紀を通して、イギリスでは商務省を中心に国内の灯台を一元的に管理する試みがなされる一方
で、それはむしろイングランド、スコットランド、アイルランド各地の灯台管理部門の独自性
を認めることにつながった。このことは、灯火装置の開発や灯火燃料の規格化をめぐる技術競
争を促したと考えられる。そこでは性能だけではなく、コストとのバランスや汎用性が求めら
れた。灯台の設置、運営、保守には多大な費用がかかったからである。ブラントンがパラフィ
ン油とパラフィン油用に開発された灯器を日本に導入したことは、19 世紀後半のスコットラン
ドにおいて、鉱物油が灯火用燃料としての地位を維持することに寄与した。 
 したがって、灯台設置事業をめぐる間文化的交渉は、異なる競合関係が幾重にも重なりあう
ものだった。本稿はこの複雑な競合関係を、主にブラントンが残した記録をもとに、ブラント
ンの視点から分析した。しかし、間文化的交渉は、立場の違いによりその様相が大きく変化す
ることもある。そのため、今後の課題としては、灯台設置事業に関連する公文書や、スティー
ヴンソン社やヤング・パラフィン社の関連史料の調査分析が必要になる。そうした調査の延長
には、たとえば、日本と同様にスティーヴンソン社が灯台設置全体を手がけたとされるニュー
ジーランドとの比較研究も視野に入ってくる。同時期の、中国やオスマン帝国の灯台設置事業
についても研究が進められているため、まさに「科学のリロケーション」の視点からの灯台史
を構想することができるようになる。そうした灯台史は、灯台という海運基盤のグローバル化
の局面における科学技術の標準化と局地化との表裏一体性を照射してくれるだろう。 
